
 
 

© 2018 Veritas Technologies LLC. All rights reserved. Veritas および Veritas ロゴは Veritas Technologies または関連会社の米国およびその他の国における  

商標または登録商標です。その他の会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 

GDPR コンプライアンス 

説明 

Veritas Risk and Compliance Analyzer は、コンプライアンスおよび分類のためのデ
モツールです。無料で提供されており、Web サイト Veritas.com からアクセスしてご
利用いただけます。 

製品の機能 
Veritas Risk and Compliance Analyzer では、指定したファイルセットの中に個人情
報があるかどうかを素早く簡単に検出することができます。エンドユーザーは分析用
のデータセットの送信を求められるだけで、あとはすべて自動化されています。このデータセットが分類され、個人
情報の可能性を表す多数のパターンと照合されます。分析の様子はライブで表示されます (次のスクリーンショット
を参照)。 

エンドユーザーや顧客がなぜこのツール
を必要とするか？ 

このツールは、次のような場合に有用です。 

• GDPR コンプライアンスの一環として個人
情報を検出する作業をベリタスがいかにサポート
できるかを、顧客が知りたいと考えている場合 
• GDPR コンプライアンスの一環として個人
情報を検出する作業をベリタスがいかにサポート
できるかを、印象に残る方法で手短に示したいと
セールスチームが考えている場合。このデモを見
せることで、この分類技術を備えたベリタスのテ
クノロジ (現時点では Enterprise Vault と Data 
Insight) について話すきっかけになる可能性があ
ります 

出力の内容 

Veritas Risk and Compliance Analyzer からは、分析の総合結果の詳
細を示す評価形式のレポートが出力されます (右手のスクリーンショッ
トを参照)。この分析では、GDPR を基準として検出された個人情報の
タイプについて、背景情報が提供されます。このレポートは無料でダウ
ンロードできますが、ダウンロード開始前にエンドユーザー自身に関す
る情報の入力が求められます。 

このツールへのアクセス方法 

ツールには次のサイトからアクセスできます。  

Veritas.com/RiskAnalyzer 

Veritas Risk and Compliance Analyzer 

https://www.veritas.com/RiskAnalyzer
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